
の手で問題解決 :

あの手この手のマークの間のSは sduJon(解 決)の Sです。

第 134号 2018年 9月 10日   大和市民活動センター [拠点やまと]発行
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<やまと国際アートフェスタ>作品シリーズその6

将来、AIなどの発達によって機械などが増えていくと

思います。でも、自然が減らないといいです。

平成 30年度協働事業提案の検討結果報告

提案された市民提案型協働事業の 9事業と、行政提案型協働

事業の 1事業に対して、協働推進会議にて審議が行われ、その

結果を市長に答申。それを踏まえ、すべての事業が協働事業と

して推進するという結果となりました。

4月 2日 (月 )～ 4月 30日 (金)の企画書提出期間から始まり

協議期間、申請期間、協働事業提案公開プレゼンテーション

協働推進会議を経て、8月 30日 (木)に協働事業検討結果発

表がありました。

ベテルギウス玄関の 8110の生け花

「未来の大都会に大自然を」

文ヶ岡小学校 5年生 石井沙季さん

インターンシップとボランティアの受入れをしました

7/3(火 )・ 4(水)の 2日 間、相模女子大学を訪間して、インター

ンシップ受け入れ説明会を行いました。猛暑の中、緑に囲まれ

た涼しい広いホールが会場で、恵まれた環境を感じます。授業

の合間の昼食時ですので、おむすびを頬張りながらの和やか

な雰囲気、両日共 11名 に案内が出来ました。就職や将来の生

活などハッキリと考えを述べ、文脈を整理したレポートを提出す

る“現代女子学生"を頼もしく思いました。(詳細はP2)
中高生の夏休みボランティア体験「このゆびとまれつ 1」も実

施しました。(詳細はP3)

訂正

「あの手この手」8月 号 P3のイベント情報の中の大和市生涯学習振興補助金交付事業 やまと学芸 (まなびのわ)卜ロッコ事業
「楽器 講座 &チャレンジ !&ミニコンサート」の12月 2日 (日 )ヴァイオリンの会場が中央林間学習センターと記載しましたが、

正しくは、市民交流拠点ポラリス 会議室6～ 8です。

綴 磯 懸

簸 機 暴

造 聯 魔I
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市民活動センターにて協働事業や市民活動推進補助金事業、センターの役割などのレクチャーを受けた後、

「WE21ジャパン大和」のW巨ショップや「NPO法人サポートハウス ワン・ピース」にて市民活動の現場を見学。
以下に感想文を紹介します。

このインターンシップで様々な体験をさせていただき、多くの方々

と関わり、とても刺激になりました。私が一番印象に残つたことは、

WEシ∃ップの見学です。もう着なくなつた衣類などを寄付しても
らい、それらを販売し、売り上げをアジアの国々や日本の被災地に

支援金として送つています。ボランティアの方だけではなく、衣類

を提供することも、商品を買うことも人のためになつていることが

あるとわかりました。また、ポランティアの方々が楽しそうに活動

されていたので、やはり、私も人のためにできることをやりたいと、

改めて思いました。(人間心理学科 2年 林 智歩)

大和市民活動センターのインターンシップに参カロして、シリウス、

ポラリス、中央林間図書館など様々な施設を見学させていただきま

した。その中で、私は、大和市は子育て環境や図書館に力を入れて

いるのだと、感じました。例えば、子育て施設や保育室、子どもた

ちの遊び場が充実していました。

また、中央林間図書室では、書店のようにオススメ本コーナー等が

目立つ位置に設置されていました。特に、シリウスの本棚や近くの

柱の色、その上の数字の看板はその場の雰囲気に合うようにデザイ

ン設計をとても凝つたそうで、感心しました。

(人間心理学科 2年 古川 江里奈)

今回のインターンシップの中でとく

に印象に残つたのは、市民活動センタ

ーでの取り組みについてです。実際の

市民活動を支援 している施設である

市民活動センターを訪れ、活動内容や

施設内の様子を見学させていただい

た際、新しい公共を実施していくにあ

たり、それぞれの活動が独自性を発揮

できるような支援を心がけていると

いう言葉がとても印象に残りました。

独自で活動することで、ユニークで楽

しい事業が展開でき、市民団体の方々

も楽 しみながら支援を行えることか

ら、このような活動が環境が身近にあ

るのはすばらしいなと、思いました。

(管理栄養学科 3年 鈴木 千晴)

率咸●●●菫インターンシツプ 零
大
電蠣嘉轟島。

「
d陶レー ー

ンター

今回、様々なレクチャーや体験をさせ

ていただき、とても勉強になりまし

た。特に市民活動についてのお話や体

験が印象に残っています◇W E21ジ

ヤパン大和の方々はとても生き生き

としており、人を想って活動している

姿が素敵で憧れました。また、支援に

ついて市民活動センターのスタッフ

から「魚ではなく、魚を捕るための網

を渡すことが本当の支援」だと教えて

いただき、物資を送ることだけではな

いのだと知ることができました。わた

しの中で何をすることが支援になる

のかを考え、自分なりに少しずつでも

活動に参カロしていきたいです。(日本語

日本文学科 2年 佐藤 ななみ)

それぞれの趣味を聞いて、似顔絵を描きました

by望月

今回のインターンシップでは、大和市のレクチャーから保育園や

NPO法人での体験など、幅広く、様々な角度から学びを得ました。

大和市の特色や組織の全体像を掴んだ後、実際の現場を見学し、市

民目線で率直な意見や団体の方の活動内容を伺うことで、大和市の

活動が具体的に分かり、課題を知ることができました。また、健康

づくり推進課など、様々な課を知り、行政栄養士の役割を鮮明化す

ることができました。

市民が安心して施設を利用することができるのは、職員やポランテ

イアさんの努力によるものと感心しました。今回の貴重な体験を今

後の学習に生かしたいと考えます。(管理栄養学科3年 蜂須 優未)

今回のインターンシップでは、毎日沢山の経験をさせていただきま

した。その中で特に印象深かつたのは、行政栄養士についてのお話

です。将来、行政栄養士になりたいので、現場で活躍されている方

のお話はとてもとても貴重な体験でした。現在、健康ブームと言わ

れている社会で、間違った食情報が広がらないよう、正しい1青報を

伝えることがとても重要であるということ、未来の日本の状況を予

測して、今できることを行つていることなど、普段聞くことができ

ないお話ばかりでした。よりよい社会になるよう毎日活動している

行政栄養士になりたいと、もつと強く思うようになりました。

5日間ありがとうございました。(管理栄養学科 3年 中村 向日葵)

私がインターンシップの中で一番印象に残っているのは、「ワン・ピ

ース」での体験です。福祉に興味を持つている私にとって、実際の

福祉の仕事現場を見ることが出来たことや障がいを持つた子どもと

の触れ合いはとても身になる体験になりました。初めての体験でど

う接したらよいのか戸惑いましたが、子どもたちはとても元気で「ト

ランプをしよう」と誘ってくれ、皆で遊んだことから、とても身近

な存在であることに気がつきました。様々なボランティア活動やお

話を聞くことで、自分の世界が広がったと思います。この経験を将

来に繋げたいです。(社会マネジメント学科 1年 阪本 百花)

〆
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蕊 鑑 轟
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8月 14日 (火 )晴れ猛暑

市民交流スペースでは、PCをマンツーマンで教えてもらっている

人たちが数組。赤ちゃん連れのママは途中で青少年センターの

会議室で休憩。レポート作成のために PCに向かっていると思わ

れる若者が5～ 6人。初老の男性 5人のグループは打ち合わせ。

他に本を読んでいる人やお弁当を持つてきて食べる人など、利用

は様々だ。

ベテルギウスのオープン直後、土日は朝から夜まで、平日は夕方

からずつとゲームをしていた中学生たちは、この暑さの中、どこで

過ごしているのか、心配だ。
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「受け入れ団体」

「地域家族しんちやんノヽウス」

「弓地川水とみどりの会 J

「WE2 1ジ ャバンやまと」
「やまと国際フレンドクラフ」

「サウンドテーブルテニス」

「大和市芸術文化振興会」

「子育てほつとサロンたんぼぼ」

「八ッピー鶴間」「ιザ・ん 。きJ「ゆらり大和」「季の家」

受け入れてくださつたみなさま。お忙しい中、日時の調整、活動

内容の確認など細かい対応に深く感謝いたします。

「活動報告」

8月 18日 (土 )「季の家」での活動報告です。

2年生山下遥香・山本ナオミ・張葦嘉・り‖浪瑠奈 4名が「季の家」

のポランティアに行つて来ました。

今日は施設の方々と学生時代の部活の話をしました。その他に「富

士山」の詩吟を披露しました。みなさんすごく喜んでいました。ま

た女性の詩吟を聴いたことがないという人もいました。(山下遥香)

タウンニュース (8月 31日 号 )に掲載されました

外国にルーツを持つ市内の子どもたちを対象に、地元の高校生ボランテイアが学習支援をする教室「学べ～る」が 7月 30日から 3日 間、

保健福祉センターで開催された。教育に興味があり、参加したという柏木学園高校 3年の金城秀駿さんは「子どもたちに上手く教えられ

るよう、家で参考書をしつかり読んできました」と熱が入つていた。

中 高 生 夏 休 み ポ ランティア体 験 「 この ゆ υ

中高生ボランティア体験「このゆびとまれっ !」 が無事終了

中学生 5名高校生 35名延べ人数 77名が参加しました。

とまれつ
しました。

「感想文」             ~ 饉
8月 20日 (月 )「 NPO法人地域家族しんちゃんハウス」
「しんちやんノヽウス」に着くとすぐに前回遊んだ子ども達が来てく

れた。南林間小学校に着いた後も、一緒に行つた子どもと前回遊ん

だ子たちとに両月宛を取られ、あちこち引っ張つていかれた。顔や名

前を覚えていてくれたのがうれしかつた。いろいろな遊びに誘つて

くれたが、同時に何人にも声をかけられるとどうしていいかわから

ず平等に遊ぶのが大変だつた。また来て欲しいと言われたので、機

会があればまた参加したい。(中学 3年女子)

8月 23日 (木 )「子育てサロンたんぱぱの会」

泣いてしまった時の対応や、今回は小学生の相手だつたので大変で

した。保護者との話も貴重なものでした。この体験を生かせていけ

ればと思いますぎ自分の子どもが出来た時もここでの初めての出来

事が起きた時の対応がいつか生きてくると思うので、これからも頑

張つていきたいです。これから従兄弟との対応にも変化してくると

思います。本当にありがとうございました。(高校 1年男子)

ぷ  0にバジさんどよ
“
膚 の支援動

しだ貿5讐λ厭軍兵曇振ぜ月,讐分展断 む「 |:「 》奏
=  
家の垣見―雅さんのことです。現地で頼まれ

■|■1年87落麗&、:[九角
ミ
網 も開鶏繁凛蓮峯竃露芦

7年

73驚僅月
当日のバジさん  になつたとのこと。             ノヽジさんと高校生たちとの交流の様子も放送され、支援の継続

自由が丘で 23年間英語教師を務めた垣見さんが、1990年  に希望が持てるものでした。
にヒマラヤの山に魅せられ登山。その時、雪崩に遭遇。垣見さ  バジさんからは今までの活動が報告され、その中で「一枚の
んは運よく救助されたのですが、シェルパの若者が行方不明に ノヽガキの力を信じている」という言葉。支援 してくれた人に、

なつてしまつた。その時の感謝の気持ちから職を辞して、93 おネしのノヽガキを出す。つまり、喜びを返す =報告。それを受け
年に若者の故郷である東バルバ君Fド リマラ村に移住。以来、支 た人が喜びの返信をしてくれる「喜びのキャッチボール」とな
援の行き届かない人たちのために、学校建設に力を注いでき  り、喜びは連鎖するというのです。ノヽジさんが表現する支援は
た。これからも、教育、医療の行き届かない人々のために、体  同情支援→バラマキ支援→惚れた弱味支援→呼び水支援→
力の続く限り、人々の声を聴き歩き、学校を建てる等の支援活  自立プログラム→ファンドレイジング
動を続けていくとのこと。                 と変化して、現在は「水」「先生の給料」「女子の教育」を中心

講演会の始まりにあたって、大和地区代表の伊藤さんが、参 に支援していて、大学の修士課程に進んだ女子もいると、うれ
加者に今日の講演会に参加された動機を聞いたところ、何と、 しぃ報告がありました。
「あの手この手」に同封したチラシを見てという方が 2人いら  終了間際に「バジさんに手紙を出したいのですが、住所は ?」
した。「チラシの効果がありましたね」と、伊藤さんとうれし と聞いた人に、理事長さんが「『ネパール  OKバ ジ』で届き
さを分かち合いました。他に「広報やまと」「タウンニュース」 ますよ」と、おつしゃつたのにはびつくり。 200校 の学校を
を読んでという人を含めて、20人ほどの参加がありました。 建設したバジさんならと、納得しました。

|アインシュタインの言葉「Onし a‖ fe lレ ed for others in a‖ fe worthwhile〓 他の人のために生きた人生こそ価値のある人生だ
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このアインシュタインの言葉が私にフィットする言葉です、とバジさん。



やまもり☆ホッとスクランブル

大和市民活動センターだより

『やきこっこ☆みつlfた』

第 1.3.5(火)生放送

9:00⇒ 10:00
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――“――――――――――――― <出 演 しました > 録音 CDが大和市民活動センターにあります。

第 326回 8/7(火 )「食のアトリエ」

現在グリーンアップセンターで開催中の「地産地消の食

育絵本展～大和のりんごとくらす 1年～」が縁で出会っ
たセンター職員の笹原さんと小宮山さんにお話しいた

だきました。

主婦の目線で食育、地産地消を勧めようと立ち上しずた

「食のアトリエ」が、大利市との協働事業で、市内の農

家の協力を得て、子どもたちに収穫から調理までを体験

する活動を 3年間行つた。その後、市内の「りんごJの
存在を知り、南林間にあるりんご園を訪間するイベント

を企画。「りんごとくらす 1年」という食育絵本が完成。

昨年の 7月～8月 、グリーンアップセンターで開催した

パネル展示が好評だつたので、今年もオフアーを受けて

出会ったのが職員の笹原さん。なんと笹原さんは「りん

ごとくらす 1年 Jのモデルになつた「えんどうりんご園」
を営む遠藤さんのお孫さんだつたのです。今もりんご園

のお手伝いを続けているという笹原さん。「えんどうり

んご園」では紅玉、光琳、フジ、千秋など様々な品種を

栽培しているのでぜひ試して下さいと、3きずかしそうに

話されました。グリーンアップセンターでは、9/14(火 )

から「秋の山野草展」が開催されるとのことです。

第 3278/21(火 )「本自木学園高校短歌書道部」

夏体みの思い出は ?と 聞かれるとElを揃えて書道合
宿、全国大会出場と答え、それぞれ合宿ならで 1まの思

い出と初めての全国大会に緊張したものの精一杯やり

つくした充実感を覚えたと語りました。

柏木学園高校短歌書道部のモットーは「経験は愚者を

賢者にする」「心にしなやかな筋肉をつけるJというも
の。これにならつて部活動では、日々練習を重ね、多

くの大会に出場しています。また、ボランティア活動

においては、市内の各施設に訪問してお年寄りと話し

をしたり、一緒にゲームを楽しんだり、時には懐かし

い歌を歌つたり、詩を吟したりして、お年寄りの方々

から大変喜ばれているそうです。学校生活、部活動、

ボランティア活動とかなりの八―ドスケジュールをこ

なしています。

11/18(日 )シリウスにて大和市詩吟発表会、11/24
(土)に詩吟と舞の発表会が控えています。「ぜひ若者
にも日本の伝統芸能に目を向けてその魅力を感じても

らいたい」とメッセージを残し、FMやまとの出演を終
えた 5人はその足で元気よくボランティア活動の場に
向かいました。

9/18(火 )「猫勢改善専門スタジオやまと」

身体の正しい姿勢を通して、より健康的な生活を営むため、

身体のもみほぐし、ストレッチ、エクササイズ等を実践。

9/4(火 )「やまと再生可能エネルギーを考える会」

原発に頼らないエネルギーを考えようと立ち上げた会です。

今、私たちは何をなすべきか、一緒に考えませんか ?

スタッフの
拠点やまと会長

望月則男

奇妙な経路の台風 12号の予報を見

ていました。そこで「北向きの風」

「北寄りの風Jの意味が気になりま
した。共に北から吹いてくる風で、

「北寄りの風」は北西から北東の風

になるので、北の風より範囲が広い

のだそうです。
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<7月 の出演団体>77.7MHZ 9:00お忘れなく:(再放送は当日の 15:00と 21:00です)

やすこっこ☆みつI十た ★やすこっこ☆みつ1■た ☆やきこっこ☆みつI十た★やすこっこ☆みつけた★やすこっこ☆みつI十た★やすこっこ☆みつけ

ニュースレター担当

櫻井美紀子

8月があつという間に過ぎ、予定し

ていたことが殆んど出来ず。自分の

帰省や、子どもが帰省してきたこと

もある。ある友人は「長かつた～、

体調が悪かつたからかな 」と。そ
うか、元気に動けたということか

それにしても暑かつた。

FMやまと担当

辺見弥生

暑さに弱い私でも 8月 が終わる頃に

なると往 く夏を思い少し感傷的にな

る。今年はそれにカロえてなんだか忘

れものをした気分。どうやらそれは

花火大会に行けなかつたことのよ

う。それほどまでに花火が好きだつ

た自分にちょつと驚いたのでした。

市民活動相談担当

関根孝子

施設の納涼祭で地域の保存会の太鼓

をからだで感じる。披後見人は子供

のころ、盆踊りのやぐらの上で太鼓

をたたいていたのを知つていた。た

たかせてもらいますか ?ビデオにと

る。17秒で手が痺れる。また 17秒、

繰り返したたく。満面の笑顔だつた。

(gλ彗ど議
8月初旬山梨県の南アルプス北東

部にある 3つの山(地蔵岳・観音

岳・薬師岳)鳳凰三山に登りに行き

ました。2泊 3日の日程で 1日目は

移動+登山客で人気の青木鉱泉 (温

泉に入れる)でキャンプになりまし

た。まだ登つていません・・つづく

ボランティア担当

櫻井貞代′

遠距離を歩くと足が棒になったよ

うに疲れる。人と歩調を合わせるの

がむずかしい。今まで使用していた

物干し竿に手が届きにくい。動作が

鈍く手に持つ荷物を重たく感じる。

などなど痛切に老いを感じる今日

この頃です。

「あの手この手」担当

石川美恵子

書道の先生がイ固展を開催。50余り
の掛け軸を生徒たちが展示。神社

からいただいてきた青竹に清楚な

花を挿 し、作品の邪魔をしないよ

う配慮 した。私たち生徒に作品作

りに意欲を持つてほしいとの先生

の思いは伝わったが・・・
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大和市民活動センターは「大和市新しい公共を倉1造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。

つぶやき

カッコーフェスタの

アイディアを募集したいね
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